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1. はじめに

本研究ではパソコンでの作業時におけるツイート閲
覧を支援するために，作業中のパソコン上でのツイー
トの閲覧応答を完結することが可能なツイッタークラ
イアントを試作した．作業中の閲覧を支援するために
は，ツイート閲覧による作業の中断時間を可能な限り
短くすることが重要である．本稿では，作業時のツイー
ト閲覧に要する作業中断時間を最小限に留めるための
手法について述べる．また，実装した手法を時間と，そ
れに付随する形で，精度，学習コストの面で比較した．
ここでのツイート閲覧とは，応答も含むことにする．応
答とは，ReTeet,Reply,Favorite,および消去である．

2. 透明レイヤーに基づくツイートの提示

本節では，作業中のツイート閲覧を考慮したツイッ
タークライアントのために用いた透明レイヤー基礎技
術，およびツイートの提示方法を示す．

2. 1 透明レイヤー
本研究では，透明レイヤーを用いてツイッターク

ライアントを試作した．透明レイヤーとは，透明な
HTMLCSS，JavaScriptによって作られたコンテンツ
を表示する透明なWebコンテンツビューワーである．
透明であることから，コンテンツの表示されていない
領域では，透明レイヤーの背面に配置された作業画面
を閲覧可能である．透明レイヤーには，本研究室で開発
した透過型Webコンテンツ表示システム，Silhouette

Web Browser[1]を用いた．

2. 2 ツイートの提示
本システムの特長は以下の 3点である．一つ目は，ツ

イートが透明レイヤー上を移動することである．透明
レイヤー上の特定の位置のみに，ツイートを表示させ
ると，そのツイート出現に備え，ツイート表示位置を
作業画面の考慮に入れなくてはならない．ツイートを
移動させることで，ツイートを表示させる位置を考慮
に入れず，ユーザは作業とツイート閲覧を同時に行う
ことができる．二つ目は，移動速度を調整することが
できる点である．これは，全ツイートの表示領域を減
らすために一定時間でツイートを画面から消去するた
めである．三つ目は，表示間隔を設定できる点である．
具体的には，ツイートの表示を定められた時間ごとに
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図 1: 3つの応答操作方法

制限することができる．例えば 5分毎に設定すること
ができる．

3. 作業中の閲覧を考慮した操作方法

本研究における応答操作の評価基準を，時間，精度，
および学習コストの順で指針とする．時間とは，応答
の操作に必要な時間であり，短いほうがよい．精度と
は，応答の操作の正確さのことであり，高い方がよい．
これを上昇させたい.また，習熟までの時間的な学習コ
ストも考慮にいれる．
応答の操作を以下の３つの方法で実装した．図 1は

各応答方法の模式図を示している．以下に各応答方法
について述べる．

3. 1 ドロップコーナー法 (DC)

ドロップコーナー法 (DC)は，透明レイヤーの端を
利用した応答方法である．移動中のツイートをクリッ
クすることで，透明レイヤーの左側にリスト上で表示
される．リスト上に表示されたツイートを，透明レイ
ヤーの上下左右の端にドラッグ&ドロップすることで，
各端に対応した応答を起こすことができる．DCでは，
リスト上に表示されたツイートをドラッグすることで，
透明レイヤー上の任意の場所に配置することができる．
任意の場所に配置可能にすることで，何度でもツイー
トを見直すことができる．また DCの応答は，透明レ
イヤーの端にツイートをドラッグ&ドロップすること
で発生する．DCにおける本操作は，多少の誤差を吸
収し，システムの誤操作を誘発しない方法と言える．
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図 2: 実行例

3. 2 スワイプクリック法 (SC)

スワイプクリック法 (SC) は，スマートデバイスの
スワイプの機能に類似した操作による応答方法である．
DCと同様に，移動中のツイートをクリックし，リス
ト上に表示する．リスト上のツイートを上下左右にス
ワイプすることで対応した応答を起こすことができる．
DCに比べ，ツイートをドラッグする距離が短いため，
より早い応答が可能となる．一方でマウスの誤操作が，
システムの誤操作を誘発する場合がある．

3. 3 インカミングディレクション法 (ID)

インカミングディレクション法（ID）は，マウス移動
方向およびクリックにより応答を行う手法である．こ
こでのマウス移動方向とは，クリック前にどの方向か
らマウスポインタがツイートに重ねられたかを意味す
る．IDのDCおよび SCに対する利点は，1回のクリッ
ク操作により応答が可能な点である，すなわち，IDで
は，DCおよび SCと異なり，リストへのツイート移動
を伴わないため，より少ない操作による応答が可能で
ある．

4. 実行例

図 2は透明レイヤーをデスクトップ画面全体に展開し
ている実行図である．この実行例では，ユーザがWeb

ページ閲覧中に本システムによるツイートが表示され
ている例である．実行例の左側には，作業画面前面を
移動中のツイートがある．また，実行例中央には作業
画面背面を移動中のツイートがある．さらに，画面左
上にはツイートリストが表示されている．ツイートリ
ストとは，移動しているツイートを一時的に固定して
するための領域である．また，画面右下にはツイート
表示方法を設定するためのコントールレイヤーがある．
移動中のツイートはユーザーの応答のための判断を

支援するためにスクリーンネーム，アイコン画像，ツ
イート本文，ユーザーネームを含んでいる．さらに，画
面上の見やすさを考慮して背景を半透明にしている．一
方，リスト上のツイートは，表示領域を節約するため
に，アイコン画像とツイート本文を透明な背景ととも
に表示している．図 2の例の実行例のように，作業画
面の前面に表示される場合と背面に表示される場合が

ある．ユーザによる設定が可能である．
コントロールレイヤーについて述べる．上から，全

ツイートの固定と透過 (ON/OFF)，設定，クライアン
トの終了のボタンが並んでいる．全ツイートの固定と
は，移動中の全ツイートをリストに追加するボタンで
ある．透過 (ON/OFF) ボタンは透明レイヤーにマウ
スイベントを発生させるか否かを設定する．設定ボタ
ンは，設定画面を表示する．表示された設定画面では，
ツイートの移動速度や，表示間隔，前面/背面に表示す
るツイートのフィルタリングを行うことが可能である．
終了ボタンを押すと，クライアントを終了させる．

5. 考察

応答に要する時間を考えると，IDが，DCと SCよ
り優れていると考えられる．理由は，IDが，移動中の
ツイートをリストに追加すること無く応答をすること
が可能であるからである．精度を考えると，SCが，DC

と IDより優れていると考えられる．SCの応答動作は
DCと SCより冗長あり，誤差を吸収し，誤操作の軽減
が期待される．また，IDは，移動中のツイートを操作
するため，最も誤操作になりやすい方法であると考え
られる．また，学習コストを考えると，どの操作も習
熟までに必要な時間的コストは同程度と考えられる．3

つの方法は全て簡便な操作による応答を可能としてお
り，その学習コストには大差が無い．
以上により，本研究における最も優れた方法は IDと

結論付ける．時間を考えた際，最も IDが優れており，
かつ，精度の問題は，ツイートの表示速度や表示間隔
を調整することで，十分にユーザ毎の閲覧や応答に必
要な時間的差に調整可能であるといえる．

6. おわりに

本研究では，パソコン作業中のツイート閲覧を同時
にできるツイート閲覧システムを 3つ試作し,3つの試
作のなかで，作業中断時間を最小限に留めるための手
法を考察した．透明レイヤー上を移動中のツイートに
対し，どのような操作方法がもっとも目的に適してい
るかを時間，精度，学習コストの 3点で考察した．考
察の結果，時間の面では DCであった．精度の面では
SCであった．学習コストの面では，3方法とも同程度
であった．本研究では，DIを作業中断時間を最小限に
留める手法に最も適しているとする．理由は，時間の
面で最優な点と，精度の面はツイートの移動速度や表
示間隔を調整することが可能だからである．
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